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概要                                  

国際農研は、モーリタニア国立サバクトビバッタ防除センターと共同で、過酷な

砂漠環境（厳しい高温）において、サバクトビバッタ（以下、バッタ）成虫の日中

の産卵行動を明らかにしました。  
サハラ砂漠で野外調査を行った結果、多くのバッタの成虫は、夜間に集団産卵し

ていました。しかし、一部のメスは産卵が遅れ、ほとんどの動物が活動を避ける日

中の致死温度（50℃以上）に迫る地表で産卵していました。高温下では多くの産卵

中のメスの背中にオスが乗っており、サーモグラフィカメラ 1)を用いてバッタの体

表を測定したところ、地表より低い体温を保っていました。実験的に固定したバッ

タを日向にさらし、体温をセンサーで直接測定したところ、シングルのメスの体温

は高温になりますが、ペアのメスは体温を低く保つことがわかりました。これによ

り、メスの背中に乗っているオスが「日傘」のように機能し、高温状態を避けて産

卵していると考えられました。  
バッタは生理的に高い高温耐性（約 55℃）をもつことに加え、オスが「日傘」の

ように機能することで、ほとんどの動物が高温のため活動できない時間帯に産卵し

ていることが示唆されました。  
防除上の観点では、集団産卵中のペアはその場に数時間留まるため、農薬散布の

効率性が高まります。このようなバッタの生態を応用することで必要以上に農薬を

使用しない、環境や健康に配慮した防除に結び付くことが期待されます。  
 
本研究成果は、「Ecology」電子版 2)（日本時間 2024 年 9 月 15 日）に掲載されま

した。  
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ポイント 

 サバクトビバッタの成虫は、日中の高温の地表でも産卵 

 高温下では、産卵中のメスの背中に乗っているオスが「日傘」として機能

し、メスを高温から保護 

 夜間の集団産卵に加え、日中の産卵も防除対象に 
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研究の背景                               

サバクトビバッタ（以下、バッタ）は、西アフリカからインドにわたる半乾燥地

域に生息していますが、しばしば大発生し、深刻な農業被害を引き起こします。2020
年から 2021 年にかけて、東アフリカと南アジアで大発生し、深刻な農業被害が報告

されました。バッタの発生地は広大で現場へのアクセスが難しい上、特に成虫は長

距離飛翔するため、農薬散布による防除は難しく、被害の軽減を図るためには、バ

ッタの生態に基づいた防除技術を開発する必要があります。この問題の解決には、

バッタの行動パターン、特に繁殖期の成虫が、野外において、いつ、どのように交

尾と産卵をしているのかを理解することが重要です。  
 
研究の経緯                               

国際農研では、サハラ砂漠におけるバッタの繁殖戦略を明らかにすることを目的

として、バッタの生息地である西アフリカのモーリタニアに広がるサハラ砂漠で野

外調査を行ってきました。これまでに、性成熟したバッタの成虫は、雌雄どちらか

に性比が偏った集団を形成し、日中にオスの集団に産卵直前のメスが飛来して交尾

し、交尾終了後もオスはメスの背中に乗ったまま交尾後ガード 3)を続け、夜間にペ

アで集団産卵することを明らかにしました（令和 3 年 10 月 12 日プレスリリース）。  
しかし、その後の野外調査により、一部のメスは産卵が遅れ、翌日の日中に産卵

していることが分かりました。これらの個体は、多くの昆虫が耐えられない 50℃を

超える非常に高温な条件にさらされます。メスのバッタは通常、腹部を伸ばして地

中に卵を産みます。産卵には数時間かかるため、動けない産卵中のメスは体温調節

することができず、致死的な熱条件にさらされることが予想されます。  
そこで、本研究では、産卵するメスのバッタが過熱を避ける仕組みを明らかにす

るため、モーリタニアに広がるサハラ砂漠において、2013 年、2016 年、2022 年に

野外観察とサーモグラフィカメラを用いて、バッタの体温と周辺の地温を同時に計

測しました。  
 

研究の内容と成果                            

1. 野外観察の結果、日中のサハラ砂漠は高温になり、ほとんどの動物が日向を避け

て活動を停止しているにもかかわらず、バッタのペアは産卵を続けていました

（図 1）。オスは産卵中のメスの背中に乗り、地面から距離を保ちながら太陽光

線にさらされており、地温が上昇すると、産卵ペアは太陽光線と平行な方向を向

きました。  
2. サーモグラフィカメラによる計測の結果、産卵中のペアは地温よりも低い体温

を保持していました（図 2 のオレンジ色）。また、実験的に固定したバッタを日

向にさらし、体温をセンサーで直接測定したところ、シングルのメスの体温は高

温になりますが、ペアのメスは体温を低く保つことがわかりました。ペアのオス

も、シングルのオスよりも低い体温を維持しました。これらの結果は、ペアのバ

ッタは、日陰なしで冷却できることを示唆し、メスの背中に乗っているオスが

「日傘」のように機能し、高温状態を避けて産卵していると考えられました（図

3）。  
3. バッタは生理的に高い高温耐性（約 55℃）をもつことに加え、オスが「日傘」

のように機能することで、ほとんどの動物が高温のため活動できない時間帯に

産卵していることが示唆されました。  

https://www.jircas.go.jp/ja/release/2021/press202110
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4. 産卵中のペアは数時間その場に留まるため、格好の防除対象です。夜間の集団産

卵中のペアに加え、日中のペアも防除のターゲットにすることで、農薬使用量の

減少に繋がる防除が可能になります。  
 

今後の予定・期待                           

本研究により、バッタの発見が容易で防除しやすい日中にも産卵が行われている

ことが明らかになりました。今後、いつ、どこで、どのように産卵が行われている

のか、気温が低い季節ではどのように産卵しているのか等、そのメカニズムをより

深く理解するための野外調査および実験を実施することで、より効率的なバッタ防

除技術の開発に繋がり、環境や健康に配慮した防除が可能になることが期待されま

す。  
 

用語の解説                              
1) サーモグラフィカメラ：非接触で物体の表面温度を測定できるカメラ。物体か

ら放射される赤外線を分析し、熱分布を測定できる。発熱者を検知するのにも

使用されている。  
2) 本研究成果は、生態学の国際誌 Ecology の The Scientific Naturalist として掲載さ

れた。The Scientific Naturalist は、ナチュラルヒストリー（博物学）の面白さを

掻き立て、新しい仮説や疑問を紹介するシリーズである。著者へのガイドライン

には、「読者を刺激し、自然史に夢中にさせるような、魅力的であまり知られて

いない生物、行動、プロセスやその他の自然現象について、証拠写真を用いて示

すこと」という趣旨の記載がある。  
3) 交尾後ガード：オスが交尾したメスが産卵するまで他のオスに奪われないよう

にメスを守る行動のこと。バッタのメスは交尾したオスの精子を体内に貯蔵し、

一回の交尾で生涯の受精に十分な量の精子を受け取っていることが知られてい

る。また、最後に交尾したオスの精子が受精に使われることから、オスは父性を

確定するため、産卵するまでメスをガードする習性がある。  
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図 1 野外におけるサバクトビバッタの産卵行動 
(a) 日中、致死温度を超える高温の地表にて産卵するペア。(b) サーモグラフィ画像（矢印

の先は産卵中のペア）  
 

 

 

図 2 産卵中のサバクトビバッタの体温 
日中、日向において産卵中のペアの体温は地温よりも低い（オレンジ色）。日陰で産卵し

ていないペアはさらに低い体温を保持（水色）。一方、夜間では産卵中のペアの体温は地

温よりも高い（黒色）。黒斜線は、地温と体温が 1:1 であることを表す。  
 

 



6 

 

図 3 高温時におけるシングル及びペアの産卵状況 
日中、産卵中のメスは、腹部を地中に差し込み産卵する。日中、シングルのメスは過酷な高

温にさらされるが（左図）、ペアのメスは背中に乗っているオスが「日傘」のように機能し、

高温状態を避けて産卵する（右図）。  


